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沖縄県におけるマンゴー栽培

安富徳光

（沖縄県農業試験場名護支場）
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樹として経済栽培が行われるようになったのはご

く最近のことで、熱帯果樹類に対する調査研究の

蓄積も浅いことから、研究機関も農家も試行錯誤

の状態が続いている。そのような中で沖縄県では、

本県の特異的位置によって起因する冬春季の強風

や、常製する台風等の気象条件によって樹高を低

くする栽培法が基本となり、さらに、高品質果実

の連年安定生産が重要な課題となっていることか

ら、施設における栽培が必須となる。しかし、概

して熱帯果樹類は過繁茂、強樹勢の遺伝的特性を

持ち、更に大きな樹体を維持するために深根性で

あることから、施設に適合する樹体を維持する技

術を確立することや、また、本来熱帯地域で栽培

されている果樹を亜熱帯地域に導入して安定的に

栽培することから、気象条件を含めた環境要因に

起因する栽培法の確立が重要となる。そこで、熱

帯果樹類の花芽分化と気象及び環境条件の影響、

根の問題、樹体管理、鮮度保持等に関する若干の

情報を得たので以下に報告する。

はじめに

沖縄県の果樹は我が国唯一の亜熱帯地域の気象

条件を活かして、温帯果樹から熱帯果樹まで多種

類にわたって栽培が行われている。沖縄県におけ

る果樹農業の地位は、1990年農業粗生産額の構成

比によれば、主要作物のパインアップルで1.7％、

それ以外の果樹類が１８％と極めて低い位置にあ

る。これを1983年と対比すると、パインアップル

では12％減の18億円と低迷を続けているものの、

パインアップルの栽培は酸性土壌に適し、台風及

び￥ばつにも強いことから沖縄本島北部地域と八

重山地域で行われ、いぜんとして地域における主

要作目として重要な役割を果たしている。近年は

ハウス栽培による収穫期の拡大が可能となったこ

とから今後の発展が期待されている。これに対し

その他果樹類は84％増の18億円と急速な高い伸び

率を示し、柑橘類は早出しの温州みかん、タンカ

ン、シイクワシャーが主に栽培ざれ優良品種によ

る早期出荷が行われ、熱帯果樹類については温暖

な気象条件を活かし、マンゴーを主に地域特産果

樹として順調に生産拡大が図られつつある。さら

に、熱帯果樹類は最近の国内需要の高級化及び多

様化による需要の拡大並びにリゾート観光と関連

した観光客等の需要の拡大が見込まれることから、

今後より一層の生産拡大が期待されている。これ

らを背景に、沖縄県では果樹振興計画の中で、平

成12年を目標に全ての熱帯果樹類で面積を拡大し、

積極的に推進する方向が示された。

しかし、これらの熱帯果樹類はレイシ、パパイ

ヤ、マンゴー等が300年以前に導入されたにもか

かわらず、長い期間宅地果樹として栽培され、果

Ｉ・沖縄におけるマンゴー栽培と気象環境

１．熱帯果樹類の花芽分化と気象環境

１．レイシ、パパイヤ

熱帯果樹は過繁茂、強樹勢更に深根性の遺伝的

特性を持つ果樹が多く、これらの果樹は隔年結果

性を有するのが常である。花芽分化については環

境要因と体内蓄積養分の影響が深く係わっている

と言われ、特に、温度（夜温）と土壌水分含量が

レイシの花芽分化に影響する主要な環境要因であ

ることが明らかになっている（Groff;１９４３，

Nakataら;1966）。土壌水分が極めて少ない環境
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下で新梢の発生、枝の成長が抑制されることによっ

て、花芽分化及び着果が促進される。このため暖

冬或いは多雨の時には隔年結果防止のため晩秋芽

の抑制が必要となる（Nakata;1955,黄ら;1978)。

また、鉢植えの幼木を昼夜温差のある30-25℃、

25-20℃、20-15℃の人工気象室で処理した結果、

30-25℃と25-20℃の温度条件下では、栄養生長

が維持ざれ新梢の発生が認められた。これに対し、

20-15℃の処理では40～56日目から発芽が認めら

れ肉眼でも花芽であることが識別できた。このよ

うにレイシでは正常な花芽誘導期の前に明らかな

栄養的休眠が必要とされ、休眠の深浅と開花は強

い正の相関があり、この期間に枝や葉に炭水化物

が蓄積される。特に澱粉の明らかな蓄積現象が見

られ、このことが花芽分化に大きく関与している

(Nakataら;1966)。また、パパイヤは特異的な着

果習性を示し、常に上部に着花が移動し、これら

の花器が温度の変化によって性的変化を示すため、

奇形果やスキップ（花飛び）が発現する。またこ

のことは、水分や施肥量によっても誘起される

(Nakasone;1954)。

２．マンゴー

マンゴーは高温を好み霜の降りるような低温に

は耐えられない熱帯果樹である。生育適温は24～

29℃で高温限界は37℃である。特に、開花期に低

温と降雨に遭遇すると受精に影響を受け、このこ

とが不結実の主な原因となっている。平均気温２１

～22℃、月最低平均気温15℃以上、年中降霜のな

い地域が栽培適地となっている。マンゴーの花芽

分化の条件には幾つか有るが、温度も影響し20℃

以下の低温は花芽分化を促進する。昼夜温を20-

15℃の温度で処理すると、処理期間が長くなるほ

ど花芽分化率が高くなった。また、地温も影響を

及ぼし、開花と結実に最も適した地温は20-25℃

の間であった（陳；1988)。

２．マンゴーの来歴と栽培のはじまり

沖縄県にはマンゴーは1897年以前に導入されて

いたようである（日本園芸発達史；1943)。しか

し、ほとんど宅地栽培で多くの実生が散在してい

た。1950年代にハワイから栽培品種が導入されて、

調査研究が行われるようになった。宅地栽培とし

て散在していたマンゴーに、結実する年と結実し

ない年がはっきりしていた。特に、1963年の大早

魅以降、県内のマンゴーにはほとんど結実が認め

られなくなった。その理由は、マンゴーの開花と

降雨が合致したからである。沖縄県におけるマン

ゴーの花芽の形成は、気象条件や品種による差も

あるが、12月下旬から出蕾が始まり、開花最盛期

は１月下旬から２月中旬である。しかし、この時

期は前線が停滞して毎年細かい雨が降り続く。マ

ンゴーの開花と降雨が一致しているため、花房に

炭そ病が発生、ひどい時には花が全滅し、開花し

ても結実に至らない状態が続いた。このような状

況の中で、1974年筆者らはマンゴーの結実促進試

験を開始した。花房の被害状況調査と原因究明に

よって、開花期の花房と幼果の被害は炭そ病菌に

よるものとされた。果樹、野菜、花卉類の炭そ病

防除に効果のあった、薬剤による濃度別、散布時

期、散布回数、薬剤間の混合等の散布試験を行っ

たが、マンゴーの炭そ病防除に効果のある薬剤は

認められなかった。炭そ病菌は温度が16～18℃で

あれば活発になると言われ、本県の気象条件はこ

の状況に合致している。このようなことから、開

花期と降雨が重なる本県のマンゴー栽培では、開

花期の花房に直接降雨を受けさせない方策によっ

て結実が認められるようになり、沖縄県における

マンゴーの施設栽培が始まった。ビニール被覆は

出蕾の始まる12月下旬までに行い、果実の外観向

上を考慮に入れて、収穫期まで被覆することによっ

て鮮紅色の樹上完熟マンゴーが収穫可能となった。
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３．マンゴーの結実と沖縄の気象条件

１．蒲の裂開、花粉発芽及び受精と温度

沖縄県のマンゴーの開花期はｌ～２月である。

この期間は低温期であるため開花しても良好な結

実が見られず、低温障害による不受精や結実不良、

及び胚の発達しない小壬果の現象が多々見受けら

れる。そこで、温度が満の裂開、花粉発芽及び受

精等に及ぼす影響を検討した。

（１）蒲の裂開と温度

開花中の健全な花房から開花直後の雄花の繭を

採取し、人工培地に静置して恒温器の中（15,20,

25℃）に入れ、２４時間後に満の裂開を調査した結

果は、温度が高いほど満の裂開率が盲iかつた。20,

25℃の設定では満の裂開が多く、繭周辺に放出さ

れた花粉には多くの発芽が認められた。しかし、

15℃の温度では蒲の裂開が少なく、裂開しても花

粉の放出がなく、花粉発芽は認められなかった。

このようなことから、マンゴーの繭は15℃以下の

温度では裂開が困難であることが明らかになった

(表ｌ）。

粉発芽率が最も高かった。また、人工培地上に静

置した花粉を水滴で包むと、1時間以内に花粉が

原形質吐出をおこし花粉崩壊が認められ、開花期

の降雨による花粉障害が発生することが示唆され

た。このようなことから、マンゴーの花粉発芽に

は温度条件が必要なことと、開花期に降雨と重な

る沖縄県のような地域では、マンゴー栽培は施設

栽培が条件であることが明らかになった（表２)。

表２温度別花粉発芽率

温度℃１０１５１７.５２０２５３０３５３７．５

発芽率％０．４２５３３６３４９．３５７．７５３．３３００３

（３）人工受粉による花粉管伸長

開花中の健全な花房の中から、翌日開花が予想

される両性花に袋掛けをして、開花直後に受粉を

行い、受粉２時間後に柱頭を採取してＦＡＡで固

定した。固定した柱頭を蛍光顕微鏡で観察し、人

工受粉による花粉管伸長を観察した。人工受粉２

時間後に柱頭を採取して観察した結果、受粉２時

間後にはほとんどの花粉管が子房に達していた

(図１）。なお、受粉後２時間以内の温度は25～2９

表１温度と薪の裂開の関係

温度℃１５２０２５

裂開率％７．４６７．５８７．３
図１人エ受粉による花粉管伸長

（２）花粉発芽と温度

開花中の健全な花房の中から開花直前の雄花の

満を採取し、２５℃の恒温器の中で満を裂開ざせ花

粉を採取した。採取した花粉を人工培地上に静置

し、温度別（１０，１５，１７．５，２０，２５、30,35,

37.5℃）に恒温器の中に入れ、２４時間後の花粉発

芽を調査した。その結果、温度によって花粉発芽

に差が認められ、低温域（17.5℃以下）及び高温

域（35℃以上）では花粉発芽率が悪く、２５℃で花
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℃であった。このようなことから、マンゴーの開

花時の温度が適度であれば、受精に必要な花粉管

の伸長は、短時間に子房に達するものと思われる。

２．花房摘除による結実促進及び品質向上

沖縄県のマンゴー栽培において、開花期に低温

(平均気温16℃以下）に遭遇すると、受精不良や

結実不良による小玉果が多量に発生し、健全な果

実の収量が少なく単収の増加につながらないこと

がネックになっている。そこで、低温期に開花が

予想される花房を全摘房して再出蕾させ、好適温

度条件下（平均気温20℃以上）に開花期を移動さ

せ、受粉環境を整えることによって結実率を向上

させ、商品性の高い果実生産及び単収の増加を図

る検討を行った。

（１）低温期の摘花房と開花期の移動

12月末から１月に出蕾する花房は２月中旬前後

に開花期となる。沖縄県では例年この時期は平均

気温が最も低い期間である。この期間に開花最盛

期となる花房は、低温のため満の裂開及び花粉発

芽が困難で、結実不良や受精不良による小玉果と

なる。そこで、１月15日前後に１０～15cmに伸長し

た花房を花房基軸から除去した。除去した花房基

軸及びその下の葉腋から、２週間後に再出蕾が認

められた。再出蕾した花房は順調に生育し、３月

中旬に開花最盛期となった。

３月中旬の平均気温は20～21℃となり、マンゴー

の受精に必要な温度と一致した（図２）。摘房し

て再出蕾させた花房の開花最盛期は、無摘房で開

花させた開花期より1カ月後方にづれた。また、

摘房した花軸からの再出蕾率は極めて高かった。

このようなことから、低温期に開花が予想される

花房を摘房して、再出蕾させることによってマン

ゴー品種''アーウイン”の開花期を約1カ月後方

に移動出来ることが明かになった。

（２）再出蕾花房の結実促進及び品質向上

再出蕾花房の開花最盛期が３月中旬に移動する

と、この期間は例年平均気温が20～21℃となり、

沖縄県のマンゴーには結実適温となる。再出蕾し

た花房における健全果の結実花房率は極めて高く

なった。花房当たり及び樹当たりの結実数を比較

すると、無摘房区で結実数が多くなっているが、

この結実数には受精不良による小玉果が含まれて

おり、健全果の結実数では摘房区ではるかに多く

なった。さらに、収穫果実の比較では無摘房区で

商品性のない小玉果が全収穫果実の54％を占めた

のに対して、摘房区では小玉果が占める割合が極

めて低く8.9％であった。商品性の高い健全果実

及び収量とも摘房区ではるかに高くなった。この

ようなことから、摘房による開花期の移動によっ

て健全果率及び収量の向上が可能となった（表４)。

表３花房の摘房処理による開花期と結実の関係

結実

花房率
％開花期出董率

結実個数健全果

／樹／樹

無処理区２月上旬９１．２

摘房区３月上旬９５．３

58.3

72.6

36.4

27.3

４．３

１８．２

摘房時期：１月１５日（出蕾花房長１０～１５cm）

温

表４収量と階級別果実割合（1992,4年生木）

階級別果実割合％

度
（
℃
） 収量規格外のＳＭＬ２Ｌ

ｌ､玉果

(kg／lOa)2509,(下250～299300~399400~4995009以上
１２３１２３１２３

１月２月３月

図２本島北部における旬別平均気温の推移

無処理区793.053.9４．６１３．８

摘房区１４９０．０８．９２２．３５９２

1８．４

９．６

9.3

０

Ｅ－F＝rｉ
□－平年●－Ｈ５○一Ｈ４

ノ胎一
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４．栽培現場の温度条件とマンゴーの収量

前述のように摘房による開花期の移動によって、

健全果及び収量の向上が可能となった。しかし、

農家は開花期の温度が受粉に必要な条件を満たし

ていると感じた場合は摘房を行わない。マンゴー

の開花期は長く、その間に気象変動が起こり受粉

可能温度よりも低い環境条件が発生することもあ

る。このようなことから、摘房した年、無摘房の

年における健全果と小玉果の収穫物の比較及び販

売額の比較を行った。なお、この調査は羽地農協

真喜屋マンゴー団地において行った。

１．句別平均気温の比較

平成４年は花房が１０～15に伸長した１月15日に

摘房を行い、平成５年は無摘房で調査を行った。

平成４年の摘房した花房は３月中旬に開花最盛期

を向かえ、３月の温度条件が良かったため順調な

受粉が行われたものと思われる。しかし、平成５

年の無摘房の花房は２月中旬に開花最盛期で、こ

の期間は気温が低く健全な受粉が行われなかった

ものと思われる（図２）。

２．健全果と小玉果の収量及び販売額の比較

収量の比較は平成４年に健全果89.7％、小玉果

10.3％、平成５年は健全果579％、小玉果42.1％

と健全果の比率が極めて高くなっている。また、

販売価格においては平成４年健全果は955％、小

玉果4.5％、平成５年は健全果74.8％、小玉果25.2

％であった。このようなことから、農家現場にお

ける開花期の摘房による収量及び販売額で極めて

効果があった（図３)。

Ⅱハウスマンゴーの樹体管理法

マンゴーは極めて樹勢が強く、大木になる遺伝

的特性を持っている果樹である。このことは深根

性で肥料切れや乾燥の効果が現れにくいこととな

り、周年を通して窒素や水分の吸収が行われ生殖

生長への転換がなく、樹は繁茂し栄養生長が強く

なり不着果となる。栄養生長が強くなると、施設

内に収めるため必然的に強剪定が行われ、結果と

して、更に栄養生長が強くなり悪循環を繰り返す。

逆に、着果過多等により一時的に樹勢が弱まると、

今度は深根性であるため肥効の効果が悪く、樹勢

回復に時間がかかり隔年結果を招くことになる。

このようなことから、肥効及び乾燥の効果を高め

る肥培管理法として、地表近くに活性の高い根群

を発達させることが重要となってくる。そこで、

ハウスマンゴーの生理生態を知るため、マンゴー

の樹体解体調査及び剪定処理等の検討を行った。

１．マンゴーの樹体解体調査

マンゴーの結実安定技術のポイントは、限定さ

れたハウス空間内で光合成による物質生産をいか

に果実生産につなげるかである。元来高木である

マンゴーの施設内での栽培は、樹形のコンパクト

化が基本条件であり、且つ常に果実生産に向かわ

せる樹体条件を作出することが求められている。

そのため、地上部の剪定、誘引管理や地下部の根

圏管理等を含めた樹体管理法の確立が必要である。

試験場の施設内で生育している７年生マンゴー

(品種：センセーション）の樹体解体調査を行っ

■健全果

■
薑 健全果

戸守一
Ｖ￣～－

－－－

蔑小玉果 小玉果

平成４年収量 平成４年販売額

果
果

全
玉

健
小

■
・
懸
麗

■健全果

雲小玉果
平成５年収量平成５年販売額

図３平成４年および５年における収量と販売額の比較
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た。調査には結実樹、不結実樹をそれぞれｌ樹ず

つ供試した。地上部は果実、花軸、緑枝（１年枝：

新梢も含む）、中間枝（２～４年生）、主幹主枝

の３部位に区分し、それぞれに着生する葉に分別

した。地上部は主幹を中心にした直径1.25ｍの円

内を４分割及び８分割し、樹幹の北側と南側にお

いて15cm毎に、９０cmまで分布する根を採取した。

根は細根（２mm＞）、中根（２～１０mm）、大根

(１０mm以上）に区分した。また、主幹から下力に

伸びる根は根幹とした。採取生重及び70℃の乾物

重を測定した結果は次のとおりである。①地上部

の部位別乾物重の分配パターンは両樹とも類似し

ていた。即ち、葉は全体の90％緑枝に着生し、’１］

間枝及び主枝にはそれぞれ約８％、２％程度で光

合成による物質生産を担う葉の大部分は樹冠の周

辺部にあった。また、葉と枝の重量比（葉／枝）

は緑枝部3.3、中間枝0.6,主枝003であった。Ｔ

／Ｒ比は結実樹で1.88,不結実樹で3.19で、結実樹

の相対的な根系の発達を示していた。根は表皮を

削ると緑色が見られたが、細根は褐色、スポンジ

状を呈するものがほとんどで、活性の高い根は少

なかった。また、マンゴー根系の特徴は、①根の

形態は地際部１０～20cmの位置で３～４本に分岐し

た根幹（直根）で、ほぼ直線的に伸長し深さ90ｃｍ

以上に伸びていた。根の直径は15cmの深さで4.5

～6.0cm、４５cmの深さで２０～4.0cm、９０cmの深さで

1.5～2.0cm、大根の分枝は少なく、いわゆるゴボ

ウ根の形態を示してした（図４）。②細・中根の

量は極めて少なかった。分布割合を見ると結実樹

で29.3％、不結実樹で7.08％と、結実樹で多い傾

向にあった。③土壌の物理性との関係では、土壌

硬度が小さく粗孔隙が多い層でやや多く、それよ

りも粗孔隙が多い層に根は多く分布していた

(図５）。
深
さ
、

０
０

０

０
０

０

３
２

１

乾
物
重

､６＋5.6Ｘ

38…．

１０２０３０４０

ｐＦＬ５粗干し隙

細･中根乾物重と粗孔隙の関係（国吉）図５

これらのことからマンゴーの細・中根の分布と

土壌硬度や土壌の空気率（通気`性）との関係が示

唆された。結実樹における細・中根乾物重（Ｙ）

と粗孔隙（Ｘ）の間に、危険率1％で有為なＹ＝

47.6＋５６Ｘ（r＝0.938）の単相関関係が見られた。

土壌硬度との間には有為な関係は見られなかった。

マンゴー根系の模式図

図４マンゴー根系のスケッチ（国吉）
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④根幹（直根）は作物根の伸長の限界とされる土

壌硬度25程度でも貫通していることや、厚さ15ｃｍ

の砂利層を貫通していること等からマンゴーの貫

通力の強さを示している（表５）。

ある。また常に果実生産に向かわせる樹体条件を

作出することが求められており、剪定処理、誘引

処理が重要な管理技術となる。このようなことか

ら、時期別剪定及び誘引法の検討を行った。

Ｌ時期別剪定処理と花芽分化

沖縄県のマンゴーの収穫は８月中旬に終了し、

収穫後直ちに剪定を行うのが通常の方法で、剪定

後の新梢に花芽分化させることが重要となる。

８／１，８／２０，９／1０（月／日）の、各時期別

剪定処理を行った結果、剪定時期と着花率の関係

は、８／ｌ剪定が44％と着花率が高く、８／２０，

９／１０はそれぞれ25％、２０％と、剪定時期が遅れ

ることによって着花率が低くなった(図６）。この

表５±層中の根系の分布状況

土壌特`性

(結果樹）
乾物重一９（％）

層位根

結果樹不結果樹硬度笂鐡
1.184(44.0）

５５(2.1）

４４(し6）

５２(1.9）

柵
Ｓ
Ｍ
Ｌ

598(23.4）

７２（２８）

６３（2.5）

４６（1.8）
Ｉ 2４１５．８９６

小計779(30.5）1,335(49.6）僻
Ｓ
Ｍ
Ｌ

381（14.9）

５２（２．０）

３８（1.5）

０

278(１０３）

２６（１．０）

３０（Ｌｌ）

０

Ⅱ ２２１０．８％

着
花
割

側
別
別
皿
０

小計４７１(184）334(12.4）

詮

万
二僻

Ｓ
Ｍ
Ｌ

297(116）

２８（1.1）

６１（2.4）

０

238（8.8）

６１（2.3）

０

０

Ⅲ 2９８．７

合
小計３８６(15.1）２９９(lLl）

１０／１１０／１５１０／３０１１／１３１１／３０１２／1０
月日

新梢停止時期

図６新梢停止時期と着花割合（玉城）

％

柵
Ｓ
Ｍ
Ｌ

158（６２）

７０（2.7）

１７（0.7）

５４（2.1）

168（6.2）

３９（1.4）

０

０

Ⅳ ２５１１．０％

小計299(11.7）207（7.6）

ことは、剪定時期と結実母枝の充実度の関係を示

唆しているように思われる。剪定時期と剪定後の

新梢発生回数の関係を見ると、剪定時期が早い程

新梢発生回数は多く、剪定時期が遅いほど新梢発

生回数は少なくなる傾向を示した。また、新梢発

生回数と花芽分化の関係は、新梢発生回数が２～３

回と多くなっても、新梢停止期間が長いほど花芽

分化率が高かった。このようなことから、剪定時

期と花芽分化の関係は、剪定後に発生した結実母

枝の充実度が深く係わっていると思われる。

２．枝の誘引角度と着花及び結実の関係

施設の中でマンゴーを栽培するには、収穫後直

ちに剪定処理を行い、発生した新梢に結実させる

ことが重要な課題である。剪定後の新梢発生回数

榊
Ｓ
Ｍ
Ｌ

８５（3.3）

112（4.4）

132（5.2）

９６（3.8）

124（4.6）

７４（2.8）

３６（1.3）

７２（2.7）

Ｖ 33.4％

小計４２５(16.7）３０６(11.4）幟
Ｓ
Ｍ
Ｌ

5６（2.2）

7０（２８）

3４（1.3）

3３（1.3）

4０（1.5）

4８（1.8）

4４（1.6）

80（３０）

Ⅵ 2７３．７％

小計１９３（7.6）２１２（7.9）

合計2.554(100）2.693(100）

注)．Ｓ：細根、Ｍ：中根、Ｌ：大根

２剪定及び誘引処理の検討

元来大木になる特性を持つマンゴーの施設下に

おける栽培は、樹形のコンパクト化が基本条件で
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(よ３～５回であるが、新梢発生回数が多くなれば

結果母校の充実不良で花芽分化しない樹が見受け

られる。また、発生した新梢の誘引を行わなかっ

た場合も強樹勢・過繁茂の形態を呈し、結果母校

の充実不良となって同様に花芽分化しない。そこ

で、発生した新梢の誘引を行って着花及び結実の

関係を検討した。

剪定後に発生した新梢を２～３本に制限し、誘

引角度を45度、水平枝に設定して順次発生する新

梢をその角度で誘引した。新梢の葉が充実し、完

全展開葉になった時に誘引処理を行った。剪定後

の新梢発生回数は水平枝で3.4節、４５度枝で3.9節

発生し、４５度誘引枝で発生回数が多くなった。ま

た、新梢発生回数が多くなると節間長も長くなる

傾向を示した。総節間長の比較では、水平枝が４５

度枝の約半分の長さとなった。さらに、出蕾率及

び平均着果数においても水平誘引が高くなってい

た（表６）。

色になるような外観向上の検討を行った。使用方

法は４年生木の樹冠下全面マルチ、期間は収穫前

23日間であった。

裸地区に比較してタイベック使用区は、ａ値

(紅色の値）に1週間後から変化が見られ、時間

の経過とともにa値が高まっていった。裸地区に

おいては果頂部の変化はほとんど認められなかっ

た（図７）。さらに、収穫時の平均果実重と糖度

に明かな差が認められ、タイベックマルチによる

果実の着色及び品質向上の効果が認められた

(表７）。

Ｉ〕

区

の
。
「
国
二
ｍ

２、〃

表６枝別新梢発生回数・総節間長及び

出蕾率・平均着果数の関係 調査月日

図７タイベック使用によるマンゴー果実の着色向上

新梢発生回数総節問長cｍ出蕾率％佃 表７タイベック使用によるマンゴー果実の着色向上

糖度

（％）

酸度

（％）

果重

（９）
水平枝３４６５．０９２．０2.3

45度枝３．９121.7６３.ＯＬ４

処理

対象区

タイベック区

0.38

0.37

353.9

381.4

1４．６

１５．７
20校の平均

有意差 ＊＊＊＊ Ｎ・Ｓ

注)．有意差の検定はダンカンの多重検定による
Ⅲハウスマンゴーの品質向上と鮮度保持技術

１．果実の外観及び品質向上とマルチ資材

沖縄県で栽培されているマンゴーの品種はアー

ウィン（Irwin）が主である。この品種の特徴は

収穫期に果面が鮮紅色になることで消費者から好

まれている。しかし、収穫期になっても果頂部に

緑色が残るものがある。そこで、乱反射するマル

チシート（Tyveck）を利用して果実全面が鮮紅

２．果実の貯蔵病害防止及び貯蔵法の検討

マンゴーの果実は、収穫後数日のうちに炭そ病

が発生し、その病斑は時間の経過とともに拡大し

商品性を著しく損なう。特に樹上完熟で収穫する

本県のような果実の場合は、収穫果実に炭そ病の

発生が多くなる傾向があり、発病を防止すること
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日間貯蔵し、その後30℃に戻して貯蔵した区を設

けた。貯蔵中の炭酸ガス放出量、及び果実品質の

経時的変化を調査した。また、収穫後の追熟期間

についても検討した。その結果は、果実呼吸量に

ついては無処理区と温湯処理区のあいだに差は認

められなかったが、貯蔵温度間には差が認められ

た。３０℃貯蔵区では収穫後２日目に呼吸量を増大

したが、１０℃で貯蔵した区では呼吸量の増加は認

められず、その後、貯蔵温度を30℃にしたところ

で呼吸量の増大が認められた。しかしその呼吸量

は、収穫直後から30℃に貯蔵した区に比較して低

い値であった。また、収穫後の追熟期間は２日目

に糖度がピークに達し、その後は同様なレベルで

推移した(図８）。

が重要な課題である。そこで収穫後の貯蔵病害防

止法と貯蔵法を明らかにするため、温湯処理と病

害発生、果実品質の関係、及び収穫後に果実呼吸

量と貯蔵温度の関係について検討した。

ｌ温湯処理による貯蔵病害防止効果

収穫直後に果実を温湯処理温度45,47、及び５２

℃の３段階、処理時間を１０，２０分の２段階とし、

調査は処理１週間後の病斑拡大及び果実品質につ

いて行った。結果は、処理温度が高くなるほど病

斑の拡大割合は小さくなった。５２℃の処理温度で

はいずれの処理時間でも病斑の拡大は認められな

かったが、１０分間の処理時間では稀に病原菌が観

察された（表８）。また、温湯処理による果実品

質の変化は認められなかった（表９）。

表８炭そ病に対する温湯処理効果

ＣＯ２

ｍ９

／

kｇ

／２０
ｈｒ

ｌ６

無処理３０℃○
処理時の1週間後の

処理温度℃処理時間分病斑長径、ｍ病斑拡大､倍

温湯処理30℃□

温湯処理後１０→30℃△

４５

４７

５２

５２

無処理

０
０
０
０

１
１
１
２

５
２
０
５
８

●
●
①
●
●

４
５
３
３
３

4.4

3.3

１

１

６．２

皿
８
４

、－=弍

表９貯蔵法別果実品質の経時変化 １２３４５６７８９１０

図８貯蔵法:ﾘ炭酸ガス放出量の経時変ｲヒ

糖度 酸度

貯蔵方法
おわりに

以上、マンゴーの栽培全般について報告してき

たが、熱帯・亜熱帯果樹に関する調査研究はスター

トしたばかりであり、多くの関係機関が早急に課

題解決に取り組む必要があると思われる。

我が国の西南暖地には、多種類の熱帯、亜熱帯

果樹が栽培されているが、その中で経済的な栽培

が行われている果樹はそう多くはない。マンゴー

の他の熱帯、亜熱帯果樹においても、解決を急ぐ

べき多くの栽培上の問題点があり、特に本県はこ

1日目７日目１０日目1日目７日目10日目

無処理３０℃

温湯処理後30°Ｃ

温湯処理後
１０→30℃

1０．２

9.8

10.1

1５．０

１４．４

１
３
０

●
●
●

１
１
１

0.43

0.38

1３．６ 0.52

２収穫後の果実貯蔵法の検討

調査は無処理及び温湯処理区とし、温湯処理区

には処理後30℃に貯蔵した区と、処理後１０℃に６
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れらの果樹に対する課題解決を、本格的に取り組

む必要がある。食生活の多様化とともに熱帯、亜

熱帯果樹の消費量も増加しつつあり、それらに対

応できる研究を急がねばならないと考えている。

EffectedbySoil-moistureStress，ＡｍｅｒＪ、

Bot、５６：’1２１－１１２６

６）NakataS1955FlorallnitiationandFruit
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